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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴム状エラストマー基材および２つ以上の水溶性もしくは水膨潤性親水コロイドを含む
医薬用感圧接着剤組成物であり、該接着剤組成物は、１つ以上のゴム状成分１５～６０％
、アミド化ペクチンおよびジャガイモでんぷんを含む親水コロイド混合物１０～６０％、
１つ以上の粘着性付与剤樹脂０～５０％、粘着性強化剤０～１５％、可塑剤０～１０％な
らびに顔料０～５％の実質的に均一な混合物からなり、親水コロイド混合物は更にＣＭＣ
を含む感圧接着剤組成物。
【請求項２】
　接着剤組成物が、１つ以上のゴム状成分３０～６０％、アミド化ペクチンおよびジャガ
イモでんぷんを含む親水コロイド混合物３０～６０％、１つ以上の粘着性付与剤樹脂０～
２５％、粘着性強化剤０～１０％、可塑剤０～１０％ならびに顔料０～５％の実質的に均
一な混合物からなる請求項１記載の感圧接着剤組成物。
【請求項３】
　親水コロイドとしてＣＭＣおよびアミド化ペクチンおよびジャガイモでんぷんを含む請
求項１もしくは２記載の感圧接着剤組成物。
【請求項４】
　粘着性強化剤が、物理的に架橋されたスチレンエラストマー共重合体、化学的に架橋さ
れた、天然もしくは合成ゴム状エラストマー、またはゴム状ホモポリマーである請求項１
～３のいずれかに記載の感圧接着剤組成物。
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【請求項５】
　前記感圧接着剤組成物が、小孔形成器具を皮膚に固着し、そして小孔のまわりを密閉す
るため、創傷包帯もしくは創傷ドレナージ包帯を皮膚に固着するため、集尿器具を皮膚に
固着するため、または整形具もしくは補てつ物を皮膚に固着するために用いられる、請求
項１記載の感圧接着剤組成物。
【請求項６】
　内臓内容物からの排出物を捕集するのに用いるために患者の腹部に置かれる、基材およ
び接着層を含む小孔形成器具であって、前記接着層が、１つ以上のゴム状成分１５～６０
％、１つ以上の粘着性付与剤樹脂０～５０％、粘着性強化剤０～１５％、ならびにアミド
化ペクチンおよびジャガイモでんぷんを含む親水コロイド混合物１０～６０％、の実質的
に均一な混合物からなり、親水コロイド混合物が更にＣＭＣを含む接着剤組成物を含む、
小孔形成器具。
【請求項７】
　感圧性で皮膚に優しい接着剤に封入するための親水コロイド混合物であって、該混合物
はアミド化ペクチン、ジャガイモでんぷん、およびＣＭＣを含む親水コロイド混合物。
【請求項８】
　少くとも１つのアミド化ペクチン、ジャガイモでんぷんおよびセルロース誘導体からな
る請求項７記載の親水コロイド混合物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の分野
本発明は、種々の医学用途に適した、そして特に小孔形成治療（ｏｓｔｏｍｙ　ｃａｒｅ
）分野において皮膚への付着に用いるのに特に適した感圧接着剤組成物に関する。もっと
具体的には本発明は、ゴム状エラストマー基材を含む接着剤組成物に関し、そして２つ以
上の水溶性もしくは水膨潤性親水コロイドがその中に分散されており、創傷包帯、または
小孔形成器具の接着オブラート（ｗａｆｅｒ）の製造のためのそのような接着剤組成物の
使用、そしてそのような接着剤組成物および親水コロイドを含む創傷包帯もしくは小孔形
成器具に関する。
発明の背景
消化管における数多くの疾患のための手術に関して、結果は、多くの場合、結腸、回膓も
しくは尿道が外科的にさらされ、患者は腹部の小孔を残したままであり、これらの器官に
より運ばれる身体の流出物もしくは老廃物は人工的な開口もしくは小孔により排出され、
小孔を備える入口開口を有する接着性オブラートもしくはプレートにより皮膚に接着され
るのが通常である捕集袋に集められる。さらに、フィステル（ｆｉｓｔｕｌａ）に関して
、患者はこのような開口からでてくる身体の物質を捕集するための器具に頼らなければな
らない。
【０００２】
創傷の治療に関して、創傷の細菌を通さない閉鎖を確保するために、創傷およびそのまわ
りと接触させるための基材（ｂａｃｋｉｎｇ）および接着層からなる皮膚バリアもしくは
包帯で創傷を被覆および保護するのが望ましいことが多い。
【０００３】
種々の皮膚接着剤が上述の目的のために今日使用されている。このような接着剤は、腹部
に器具もしくは皮膚バリアを固着する十分に粘着性である組成物を有し、そして皮膚に残
留物を残さないでそこから安全に除去することを確保する粘着性を有するべきである。さ
らに接着剤は皮膚からはずれないで患者の動きに従うことを器具もしくはバリアの接着層
が可能であるように少し弾性を示すべきであり、しかも漏出のおそれを最小とするために
小孔からの活動的な滲出液により引起されるびらん（ｅｒｏｓｉｏｎ）に大いに耐えるべ
きである。さらに、いかなる不利な反応もしくは効果も接着剤を使用することにより使用
者に負わされるべきでない。
【０００４】
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皮膚接着剤の非常に普及している態様は、自己接着性エラストマーマトリックスを含み、
そこにはいわゆる親水コロイドである水吸収性、膨潤粒子が分散されている。
【０００５】
親水コロイドを含む接着剤組成物は、長年の間、よく知られている。米国特許第３，３３
９，５４６号明細書はポリイソブチレンのようなゴム状エラストマーならびにペクチン、
ゼラチンおよびカルボキシメチルセルロースの粉末混合物のような、１つ以上の水溶性も
しくは水膨潤性の親水コロイドのブレンドを開示する。この接着剤集団は１つの表面に付
着される水溶性膜を有する。この種の組成物は商標「Ｓｔｏｍａｈｅｓｉｖｅ」のもとで
Ｅ．Ｒ．Ｓｑｕｉｂｂ　＆　Ｓｏｎｓ　Ｉｎｃ．より商業的に入手し得、小孔により排出
される腐食性流体による皮膚の損傷を防止するために小孔まわりの皮膚バリアーとして使
用される。
【０００６】
この種の接着剤組成物において、ポリイソブチレンは接着剤の性質の準備に責任があり、
分散された親水コロイド粉末は流体を吸収し、ぬれた皮膚に粘着する（湿潤粘性）ことも
できる接着剤を付与する。これらの組成物は、さらに、皮膚の潰瘍、熱傷および他の滲出
性創傷のための創傷包帯として増々受入れられている。
【０００７】
ＷＯ９７／３００９３(ハーキュレス　インコーポレーテッド)はエステル化度１５％未満
であるカルシウムに鋭敏なメトキシルペクチンもしくはエステル化度５０％未満であるカ
ルシウムに鋭敏なアミド化ペクチンからなる多価カチオン架橋ペクチン繊維組成物を開示
し、ペクチンは多価カチオン架橋性であり、上限２００，０００および下限５０００の平
均分子量を有する。繊維はガーゼ材料の１部として創傷包帯の製造に有用であると述べら
れている。親水コロイドを含む従来の接着剤組成物で出会う１つの大きな問題は身体の流
出物にさらされる際に損傷されやすいことである。組成物が皮膚バリアとしてたとえば小
孔のまわりに使用されるとき、流体の吸収が望ましいが、過度の膨潤は組成物に漏出のた
めの完全さを失わせ、バリアは皮膚の保護の観点から望ましいよりもっと度々取り替えら
れなければならず、そして皮膚に残留物が残ることが非常に多く、取除くことが困難であ
ることが多い。さらに、動物由来の材料を用いる感染病感染の潜在的危険のありうる成分
を避けようとの認識が増大して明らかになっている。
【０００８】
数多くの試みが接着剤組成物の完全さを向上させるためになされている。
【０００９】
接着剤の完全さを向上するための方法として、親水コロイドの使用が記述され、それら自
体において、架橋されている（たとえば架橋カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）、架
橋デキストランおよび他の水吸収性であるが不溶性の親水コロイド）。これらは架橋構造
のために溶解しない。したがって、膨潤過程の間、個々の粒子はゲル様構造を得るが、架
橋親水コロイドの巨大分子が個々の粒子により構成されるゲルネットワーク中に閉じ込め
られているので干渉性ゲル（ｃｏｈｅｒｅｎｔ　ｇｅｌ）は生成され得ない。干渉性ゲル
の欠失のために、架橋親水コロイドは身体流出物中に浸出し懸濁され得、したがって膨潤
接着剤の完全さへの影響は限定される。
【００１０】
一般的には、これらの従来技術は接着剤組成物の完全さを改善する。それにもかかわらず
、生物学的な流出物に耐性を示す改良された接着剤組成物、ならびに皮膚への接着力の改
良された特性についての要求はなお存在する。
【００１１】
ここで、動物由来の材料、とくにゼラチンに頼らずに従来の接着剤の様に、少なくとも生
物学的流出物への良的な耐性、ならびに皮膚への接着力および改良された密着力（ｃｏｈ
ｅｒｅｎｃｅ）の形態の完全さを示す改良された接着剤組成物を提供することが可能であ
ることが見出された。
発明の簡単な説明
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本発明は、種々の医学用途に適切な、そして、特に小孔形成治療の分野において、特に皮
膚に付着する使用に適切な感圧接着剤組成物に関し、接着剤組成物はゴム状エラストマー
基材ならびにその中に分散された２つ以上の水溶性もしくは水膨潤性親水コロイドを含む
。
【００１２】
さらに、本発明は、このような接着剤組成物を含む小孔形成器具、ならびに創傷包帯もし
くは小孔形成器具を製造するための、このような接着剤組成物の使用に関する。
【００１３】
さらに、本発明は感圧性の、皮膚に優しい接着剤に封入するのに適した親水コロイド混合
物に関する。
発明の詳細な説明
本発明は、ゴム状エラストマー基材および２つ以上の水溶性もしくは水膨潤性親水コロイ
ドを含む医薬用途に適した感圧接着剤組成物であり、該接着剤組成物は、１つ以上のゴム
状成分１５～６０％、アミド化ペクチンおよびジャガイモでんぷんの群から選ばれる１つ
以上の親水コロイドを含む親水コロイド混合物１０～６０％、１つ以上の粘着性付与剤樹
脂０～５０％、接着性強化剤０～１５％、可塑剤０～１０％ならびに顔料０～５％の実質
的に均一な混合物からなる感圧接着剤組成物に関する。
【００１４】
アミド化ペクチンおよび／またはジャガイモでんぷんを含む親水コロイド粒子の組合せを
導入することにより、動物由来の成分が避けられ、そして少なくとも親水性コロイド接着
剤の良好な完全さおよびゲルの完全さが、ゼラチンを含む従来技術の接着剤と比較して良
的な粘着性および水吸収性とともに得られる。このように、非常に一般的に使用される親
水コロイドであるゼラチンは良好な吸収能力および吸収後の接着力の完全さを示し、そし
て動物由来の感染病を運びうるが、吸収能力を失うことなく代替され得、そして同時に、
水吸水性は接着剤の構造を損傷に導くことなしに維持される。本発明により使用されるア
ミド化ペクチンは５０％を超える、適切には約５４％以上のエステル化度を有する。
【００１５】
本発明により使用されるアミド化ペクチンは適切には約２～約７％、もっと好ましくは約
４～約６％、最も好ましくは約５％のアミド化度を示す。
【００１６】
アミドペクチンは接着剤組成物中に好適には均一に混合されている粒子の形態で存在する
。
【００１７】
ＷＯ９７／３００９３は、親水コロイドの製造も、親水コロイド成分の一部として接着剤
組成物にそのような粒子を配合することも、開示も示唆もしていない。さらに、９７／３
００９３に開示されているアミド化ペクチンは５０％未満のエステル化度を有するが、本
発明により用いられるアミド化ペクチンの粒子は５０％を超えるエステル化度を有する。
【００１８】
本発明による好適な接着剤組成物は、１つ以上のゴム状成分３０～６０％、アミド化ペク
チンおよびジャガイモでんぷんの群から選ばれる１つ以上の親水コロイドを含む親水コロ
イド混合物３０～６０％、１つ以上の粘着性付与剤樹脂０～２５％、粘着性強化剤０～１
０％、可塑剤０～１０％ならびに顔料０～５％の実質的に均一な混合物からなる。
【００１９】
本発明により用いられる親水コロイド混合物はセルロース誘導体（たとえば、カルボキシ
メチルセルロース、メチルセルロースおよびヒドロキシプロピルメチルセルロースの塩）
、カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）を含む。好適なセルロース誘導体はＣＭＣであ
る。さらなる親水コロイドは、ゴーアゴム（ｇｕａｒ　ｇｕｍ）、ニセアカシア豆ゴム（
ｌｏｃｕｓｔ　ｂｅａｎ　ｇｕｍ）（ＬＢＧ），ぺくチン、アルギン酸塩、キサンタンも
しくはカラヤ（ｋａｒａｙａ）、グリコール酸でんぷんナトリウムのような半合成親水コ
ロイド、およびポリビニルアルコールもしくはポリエチレングリコールのような合成親水
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コロイド、のような本発明により使用される親水コロイド混合物中に含まれうる。
【００２０】
アミド化ペクチンおよびＣＭＣは強いゲルの完全さを与える。本発明の組成物は従来技術
の匹敵しうる接着剤組成物よりも生物学的流出液による劣化に大きな耐性を示す。さらに
、本発明の接着剤の残留物は接着剤の除去の際に皮膚に残らない。
【００２１】
本発明は特定の仮説に限定されることはないが、本発明の組成物に関する完全さの改良は
異なる分子鎖間のつながりもしくは結合に帰され、アミド化エステル基により創出される
水素結合およびＣａ２＋－イオンにより創出されるカルシウムブリッジの両方に依存する
。
【００２２】
最良な結果はアミド化ペクチン、ＣＭＣおよび任意にジャガイモでんぷんの混合物で得ら
れる。ジャガイモでんぷんはアミロースおよびアミロースペクチンポリマーを含有する。
【００２３】
本発明によれば、親水コロイド混合物はアミド化ペクチン、ジャガイモでんぷんおよびセ
ルロース誘導体からなるのが好適である。
【００２４】
親水コロイドの合計量は、共役ブタジエンポリマーが使用されるとき全組成物の４０～８
０％であり、ブロック－共重合体の組合せが使用されるとき２０～４０％である。
【００２５】
本発明の接着剤に用いられるゴム状成分もしくは成分はポリイソブタジエン、ポリイソブ
チレンもしくはポリイソプレンのような共役ブタジエンポリマー、好ましくはポリイソブ
チレンでありうる。
【００２６】
粘着性強化剤は適切には、スチレンのブロック－コポリマーが選ばれる物理的架橋エラス
トマー、化学的に架橋された、天然もしくは合成ゴム状エラストマーおよび／またはゴム
状ホモポリマーであり得、任意の可塑剤もしくは粘着性付与剤と一緒でもよい。
【００２７】
スチレンおよび１つ以上のブタジエンを含むブロック－コポリマーから選ばれる物理的に
架橋されたエラストマーはスチレン－ブタジエン－スチレンコポリマー、スチレン－イソ
プレンコポリマーであり得、スチレン－イソプレン－スチレンおよびスチレン－イソプレ
ンコポリマーの混合物が好ましい。
【００２８】
化学的に架橋されたゴム状エラストマーはたとえばプチルゴムもしくは天然ゴムでありう
る。
【００２９】
ゴム状ホモポリマーは低密度ポリエチレンもしくはプロピレンのような低級アルケンのポ
リマーであり得、好ましくはアタクチックポリプロピレン（ＡＰＰ）である。
【００３０】
本発明により任意に用いられる粘着性付与剤は好ましくは炭化水素粘着性付与剤樹脂であ
り、もっと好ましくはシクロペンタジエン、ジシクロペンタジエン、アルファーピネンも
しくはベータ－ピネンのポリマーもしくはコポリマーを含む群から選ばれる。
【００３１】
粘着性強化剤は適切にはスチレン－ブタジエン－スチレンコポリマーもしくはスチレン－
イソプレン－スチレンコポリマーを含む物理的に架橋されたエラストマーでありうる。こ
のようなコポリマーは好ましくは可塑剤０～１０％であり得、好ましくはアジピン酸ジオ
クチルである。
【００３２】
本発明の接着剤組成物は酸化亜鉛もしくは二酸化チタンのような顔料のような、接着組成
物の配合に通常使用される成分をさらに任意に含みうる。顔料は約５％までの量で存在し
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得、通常２～４％の量で存在する。
【００３３】
さらなる態様において、本発明は、ゴム状エラストマー基材および１つ以上の水溶性もし
くは水膨潤性親水コロイドを含む接着剤組成物の使用であり、該接着剤組成物は、１つ以
上のゴム状成分１５～６０％、アミド化ペクチンおよびジャガイモでんぷんの群から選ば
れる１つ以上の親水コロイドを含む親水コロイド混合物１０～６０％、１つ以上の粘着性
付与剤樹脂０～５０％、粘着性強化剤０～１５％、可塑剤０～１０％ならびに顔料０～５
％の実質的に均一な混合物からなる組成物であり、小孔形成器具を皮膚に固着し、そして
小孔のまわりを密閉するため、創傷包帯もしくは創傷ドレナージ包帯を皮膚に固着するた
め、集尿器具を皮膚に固着するため、または整形具もしくは補てつ物を皮膚に固着するた
めの使用に関する。なおさらなる態様において、本発明は、内臓内容物からの排出を捕集
するのに用いるために患者の腹部に置かれる小孔形成器具に関し、１つ以上のゴム状成分
１５～６０％、１つ以上の粘着性付与剤樹脂１５～５０％、ならびにアミド化ペクチンお
よびジャガイモでんぷんの群から選ばれる１つ以上の親水コロイドを含む親水コロイド混
合物１０～６０％、の実質的に均一な混合物からなる接着組成物を含む。
【００３４】
本発明による小孔形成器具は人工肛門形成（ｃｏｌｏｓｔｏｍｙ），回腸フィステル形成
（ｉｌｅｏｓｔｏｍｙ）もしくは尿路形成（ｕｒｏｓｔｏｍｙ）に関しての使用に適した
開放もしくは閉鎖器具でありうる。それはワンピースの器具、もしくは、体側部分、もし
くは体側部分の小孔部分を含むツーピースの面プレート形成部分、ならびに独立した捕集
バッグおよび任意に凸面部分、でありうる。独立した捕集バッグは、それ自体公知の都合
のよい態様、たとえば連結リングにより、もしくは接着剤で被覆されたフランジにより、
体側部分に付着されうる。
【００３５】
本発明による小孔形成器具は、それ自体この分野で公知の方法で小孔形成器具の製造のた
めに従来より使用されている材料で製造されうる。
【００３６】
さらなる態様において、本発明は感圧性の皮膚に優しい接着剤への封入に適した親水コロ
イド混合物に関し、該混合物はアミド化ペクチンおよびジャガイモでんぷんから選ばれる
１つ以上の親水コロイドからなる。
【００３７】
本発明の親水コロイド混合物はアミド化ペクチンおよびＣＭＣを含むのが好適であり、水
を吸収する優れた能力を付与する。
【００３８】
本発明は、本発明の態様を示す、以下の実施例でもっと詳細に例示される。
材料および方法
ＰＩＢ：ポリイソブチレンであり、商標ＶｉｓｔａｎｅｘのもとでＥｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏ．からＬＭ－ＭＨグレードとして入手しうる。
ブチルゴム：Ｂａｙｅｒ　ＡＧからのＰｏｌｙｓａｒ　Ｂｕｔｙｌ　１０１－３．
Ｋｒａｔｏｎ　Ｄ１１０７：分子量２１２、０００～２６０，０００（ＧＰＣ）およびジ
ブロック含量１５～２５％を有するスチレン－イソプレン－スチレンコポリマー。
Ｖｅｓｔｏｐｌａｓｔ：ＡＰＰ（アタスティスクポリプロピレン）であり、Ｈｕｅｌｓ　
ＡＧより入手しえ、１９０℃での粘度が１９，０００～２５，０００ｍｐａｓ．
Ａｒｋｏｎ９０：荒川林産化学より入手しうる水添シクロペンタジエン粘性付与剤。
ＣＭＣ：Ａｋｕｃｅｌｌ（登録商標）ＡＦ２８８１のもとでＡｋｚｏより入手しうる。
アミド化ペクチン：ＨｅｒｃｕｌｅｓからのＸ－８９０６ＬＭ，ＬＳ　Ｃｏｎｆ．、Ｘ－
８９０７　ＬＭ　１０２ＡＳ．，Ｘ－８９０８　ＬＭ　１０４ＡＳ－ＲＥＶ．
ジャガイモでんぷん：Ｃｅｒｅｓｔａｒ　ｆｏｒ　Ｄａｎｓｋ　Ｓｕｐｅｒｍａｒｋｅｄ
，ＤＶＮ１００６：４により製造されたＫａｒｔｏｆｆｅｌｍｅｓ．　Ｈｅｒｍａｎｎ－
ＬｉｎｄｅｎからのＺミキサーＬＫＢ０２５型が使用された。水吸収測定
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試験される接着剤は厚さ１ｍｍのプレートに押圧された。ついで２５×２５ｍｍの試料が
押し抜きされ（ｐｕｎｃｈｅｄ　ｏｕｔ），スライドガラス（ｏｂｊｅｃｔ　ｇｌａｓｓ
）に付着された。試料を有するスライドガラスは秤量され、０．９％の等浸透圧食塩水（
ｉｓｏｔｏｎｉｃ　ｓａｌｉｎｅ）の入ったビーカーに３７℃で置かれた。２時間後に、
試料を有するスライドはビーカーから取除かれ、表面を乾燥され、再び秤量された。質量
の増加は水吸収として記録された。
接着剤の浸出
接着剤の浸出は０．９％の食塩水を用いて８時間、円筒状ろ過器を用いて試験された。
ゲル強度の測定
試験される接着剤は１ｍｍの厚さのプレートに押圧された。径５０ｍｍの試料が押し抜き
され、径８０ｍｍのペトリ皿（Ｐｅｔｒｉ　ｄｉｓｈ）に付着された。０．９％の等浸透
圧食塩水が、試料全体が被覆されるまで、ペトリ皿に注がれた。１８時間後に、試料は、
異なるゲル強度を有する５つの対照接着剤を用いる内部システムにより、ゲル強度を評価
された。
ＤＭＡ(動的機械分析)試験
ＤＭＡ分析が試料１および２について実施された。分析は８ｍｍプレート／プレートのセ
ンサーを有するＨａａｋ　ＲＳ１５０装置を用いて実施された。周波数掃引（ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　ｓｗｅｅｐ）が試料１および２について３２℃の温度および周波数１Ｈｚで行
なわれた。
実験の部
実施例１
ＰＩＢを含み、下記表１に示される組成を有する本発明の接着剤材料の調製：
【００３９】
【表１】

【００４０】
ＰＩＢ　８０ｇが８０℃でＺミキサーに添加され、５０ｍｂａｒの真空下に約１０分間で
軟化された。ついで、真空は解除され、アミド化ペクチン　５５ｇ、ＣＭＣ　５５ｇおよ
びジャガイモでんぷん　１０ｇが添加され、１５分間混合され、そして混合は均一なパン
生地様（ｄｏｕｇｈ－ｌｉｋｅ）のかたまりが形成されるまで５０ｍｂａｒの真空下でつ
づけられた。ついで、このパン生地様のかたまりは、熱くてやわらかい間にミキサーから
取除かれ、約９０℃、１００Ｂａｒでシリコーン紙の２枚のシート間でその接着剤のかた
まりを圧縮成形することにより約１ｍｍ厚さのシート原材料に成型された。得られる平プ
レートは所望の形状に切断された。
実施例２～４
実施例と同様な方法で、下の表２に示されるｗｔ％の組成を有する本発明接着剤組成物が
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調製された（表２および３）。
【００４１】
【表２】

【００４２】
実施例５
ＰＩＢおよびＳＩＳを含有し、下の表３に示される組成を有する本発明の接着剤材料の調
製：
【００４３】
【表３】

【００４４】
ＰＩＢ　１００ｇが１５０℃でＺミキサーに添加され、５分間で軟化された。ついで、Ｋ
ｒａｔｏｎ　１００ｇが添加され、混合は配合物が均一になるまで１５０℃、５０ｍｂａ
ｒで続けられた。かたまりは８０℃に冷却された。そのかたまり１６０ｇがミキサーから
取り出され、ＰＩＢ６０ｇ，酸化亜鉛６ｇ、アミド化ペクチン３２ｇ、ジャガイモでんぷ
ん３０ｇおよびＣＭＣ３２ｇがミキサーに添加された。混合は均一なパン生地様混合物が
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【００４５】
ついで、このパン生地様のかたまりは、熱くてやわらかい間にミキサーから取除かれ、約
９０℃、１００Ｂａｒでシリコーン紙の２枚のシート間でその接着剤のかたまりを圧縮成
形することにより約１ｍｍ厚さのシート原材料に成型された。得られる平プレートは所望
の形状に切断された。
実施例６
実施例に示されるのと同様な方法で、下の表４に示される接着剤組成物が調製された。Ａ
ＰＰが混合のはじめにＰＩＢとともに添加された。酸化亜鉛は親水コロイドとともに添加
された。
【００４６】
【表４】

【００４７】
実施例７
ＰＩＢおよびブチルゴムを含有し、下の表５に示される組成を有する本発明接着組成物の
調製：
【００４８】
【表５】
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ブチルゴム７５ｇが１５０℃でＺミキサーに添加され、５分間で軟化された。Ａｒｋｏｎ
　Ｐ９０　５０ｇおよびＰＩＢ７５ｇが添加され、混合は配合物が均一になるまで１５０
℃、５０ｍｂａｒでつづけられた。そのかたまりは８０℃に冷却され、かたまり１２０ｇ
がミキサーより取り出された。ついで、ＰＩＢ３０ｇ、アミド化ペクチン３０ｇ、ジャガ
イモでんぷん３０ｇおよびＣＭＣ３０ｇがミキサーに添加された。混合は均一なパン生地
様混合物が得られるまで８０℃、５０ｍｂａｒでつづけられた。
【００５０】
ついで、このパン生地様のかたまりは、熱くてやわらかい間にミキサーから取除かれ、約
９０℃、１００Ｂａｒでシリコーン紙の２枚のシート間でその接着剤のかたまりを圧縮成
形することにより約１ｍｍ厚さのシート原材料に成型された。得られる平プレートは所望
の形状に切断された。
実施例８
比較のために、ＰＩＢ、ならびに親水コロイドとしてアミド化ペクチンおよびジャガイモ
でんぷんを含む本発明接着剤、ならびに親水コロイドとしてペクチンおよびゼラチンを含
み、下の表６に示す組成を有する、対応する接着剤が実施例１に示されるのと同様な方法
で調製され、実施例５に示されるのと同様の手順で、親水コロイドの前に酸化亜鉛が任意
に添加された。
【００５１】
【表６】
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【００５２】
水吸収およびゲル強度が試験され、そしてＤＭＡが本発明接着剤組成物を従来技術の接着
剤組成物と比較するために実施された。水吸収およびゲル強度の試験結果が下の表７に示
される。
【００５３】
【表７】

【００５４】
ＤＭＡの結果は、組成物のタンジェントデルタが３つのすべての接着剤について同一レベ
ルにあるが、複素せん断弾性率（ｃｏｍｐｌｅｘ　ｓｈｅａｒ　ｍｏｄｕｌｕｓ）Ｇ‘［
Ｐａ］は、組成物ＡよりもＡ１のほうが少し大きいことを示した。Ａ２についてはデータ
がない。
【００５５】
このように、本発明接着剤は従来技術の接着剤と少なくとも同一の水吸収を示し、同一の
ゲル強度を保つ。
実施例９
比較のために、ＰＩＢおよびＳＩＳを含み、ならびに親水コロイドとしてアミド化ペクチ
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ンおよびジャガイモでんぷんを含む本発明接着剤、ならびに親水コロイドとしてペクチン
およびゼラチンを含み、下の表８に示す組成を有する、対応する接着剤が実施例５に示さ
れるのと同様の手順で、調製された。
【００５６】
【表８】

【００５７】
水吸収およびゲル強度が試験され、そしてＤＭＡが本発明の接着剤組成物を従来技術の接
着剤組成物と比較するために実施された。水吸収およびゲル強度の試験結果が下の表９に
要約される。
【００５８】
【表９】

【００５９】
ＤＭＡの結果は、組成物のタンジェントデルタが３つのすべての接着剤について同一レベ
ルにあるが、複素せん断弾性率Ｇ‘（Ｐａ）は組成物ＢよりもＢ１およびＢ２のほうが少
し大きいことを示した。浸出に差異は見られなかった。
【００６０】
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